
「献血推進のあり方に関する検討会」  

要員名簿  

氏 名   現  職   

口  飯沼 雅朗  社団法人日本医師会 常任理事   

2  宇都木 伸  東海大学法科大学院実務法学研究科 教授   

3  街藤 隆  東京大学大学院教育学研究科 教授   

4  大平 勝美  社会福祉法人はばたき福祉事業団 理事長   

5  掛川 裕通  日本赤十字社血液事業本部 副本部長   

6  川内 敦文  高知県健康福祉部 医療薬務課長   

7  河原 和夫  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 教授   

08  清水 勝  医療法人西城病院 理事   

9  住友眞佐美  東京都福祉保健局 保健政策部長   

10  田辺 善仁  株式会社エフエム大阪 専務取締役   

四  中島 一格  東京都赤十字血液センター 所長   

12  羽田真由香  全国学生献血推進協議会 委員長   

13  花井十伍  ネットワーク く医療と人権〉  理事   

14  堀田美枝子  埼玉県立浦和西高等学校 養護教諭   

15  U」本シュウ  株式会社アミューズ所属 ラジオDJ   

○‥・座長   



点（案）  

1．社会や学校の環境変化に対応した献血堆進方策   
① 高校生献血のあり方  

→献血体験以外の有効な啓発手段は考えられないか   

② 地域における献血のあり方  

→ドナーの年齢層、地域の特性により、献血推進方策が異なるのでは  
ないか  

→献血バスの効率的な運用方法   

③ 学校教育における啓発   

④ メディア等を活用した広報戦略のあり方  

→若年層個人に有効にアピールする広報戦略  

－→年齢層・地域の特性に対応した具体的広報戦略  

→献血血液の使用状況の情報提供のあり方   

⑤ 200mL献血の今後のあり方  

2．採血基準の見直し   
献血推進のための環境整備として以下  の採血基準の見直しは考えられないか  

→ワーキンググループを設置し、  個別の見直し案についてエビデンスの  

検証等を行い、安全に施行可能かどうか等を検討  
① 400mL採血、成分採血の下限年齢の見直し   

・「18歳～」→「17歳～」又は「16歳～」と見直すべきか  

② 血小板成分採血の上限年齢の見直し   

・「～54歳」を引き上げるべきか   

■③ 採血基準項目の「血液比重又は血色素量」を「血色素量」に改められない  

か   

④ 年間総採血量、年間採血回数、採血間隔の見直しについて   
・400mLの年間採血回数：「男性3回以内」→「男性4回以内」など   

⑤ 男性の血色素量最低値を見直すべきか   

・現行の「12－5g／dL」→「13．Og／dL」など   

⑥ 未成年者のインフォームドコンセント、ドナーの安全対策についてどう考え  
るか（海外との比較を念頭に）   

⑦ その他見直しが必要な事項   

3．その他   
① 注射時の「痛み」を和らげる方策  

■ 針を細くすることは不可能か   

・薬剤などにより痛みを和らげる方法はないか   

② 今後の課題   



「採血基準見直しの検討に係るワーキンググループ」の設置について（案）  

1 目 的   

「献血推進のあり方に関する検討会」（以下「検討会」という。）の審議事項である「採   

血基準見直しの検討」について、以下（1） 

エビデンスの検証等を行い、安全に実施可能かどうかを検討する。   

（1）400mL採血、成分採血の下限年齢の見直し  

・「18歳～」→「17歳～」又は「16歳～」と見直すべきか   

（2）血小板成分採血の上限年齢の見直し  

・「～54歳」を引き上げるべきか   

（3）採血基準項目の「血液比重又は血色素量」を「血色素量」に改められないか   

（4）年間総採血量、年間採血回数、採血間隔を見直すべきか  

■ 400mLの年間採血回数：「男性3回以内」→「男性4回以内」など   

（5）男性の血色素量最低値を見直すべきか  

・現行の「12，5g／dL以上」→「13．Og／dL以上」など   

（6）未成年者のインフォームドコンセント、ドナーの安全対策についてどう考えるか  

（海外との比較を念頭に）   

（7）その他見直しが必要な事項   

2 組織及びメンバーの構成（メンバー構成・案は別紙）   

（1）ワーキンググループは、7～8人程度のメンバーで構成する。   

（2）ワーキンググループに座長を置く。   

（3）座長は、会務を総理し、会を代表する。   

（4）ワーキンググループは、必要に応じ、関係者から意見を聴取することができる。   

（5）検討会の委員及び厚生労働省医薬食品局血液対策課は、オブザーバーとして  

ワーキンググループに出席することができる。   

3 ワーキンググループの運営   

（1）ワーキンググループの運営は、検討会からの要請により、（財）血液製剤調査  

機構が行う。   

（2）ワーキンググループの運営に関し必要な事項は、（財）血液製剤調査機構が座  

長と協議の上定める。また、検討結果は、検討会に報告し、了承を得るものと  

する。   

（3）ワーキンググループは、原則非公開で開催するものとする。   
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あなたには！司かで青壬すゎ＼？  

酸需■伝書なくすた弊lニ  

■放送展開： 啓蒙スポットCM、啓蒙番組、特別番組のオンエア。  
啓蒙コメントつきの交通情報のオンエア。   

■WEB展開： PC及び携帯にオリジナルサイトを制作。期間中掲示。メールマガジンの配信。   

■募金展開： イベント会場及び一般電話により、募金を呼びかけ。（合計2千万円以上を寄付）   

■印刷物展開：啓蒙ポスターを制作し（計5タイプ）、梅田駅周辺を中心に掲示。  
ステッカー、啓蒙リーフレットを制作し、街頭やイベント会場で配布。  

タイムテーブル、新聞等で啓蒙告知。   

■署名展開： 賛同アーティストや、一般賛同者から署名を募り、イベント会場等で掲出。  
（最終的に4千枚以上を回収）   

■イベント展開：賛同アーティストの出演による啓蒙イベントの実施。（計4回）  

プロジェクトの集大成である、「LrVESDD2008」の実施。（大阪城ホールにて）  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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あなたには何かTきますか 
飲も事鈷甘なくすたわlこ  

「JtlJヽヽrill弓ヽ 

雪l二tirl  

」IVE SDD 2008   

2008年2月20日（木）17：30開場／18：30開演／22：00終演  

大阪城ホール（大阪市中央区）  

約10，000名  

■タイトル：  

■実施日程：  

■実施会場：  

■集客数：  

■実施内容：  ①趣旨に賛同するアーティスト（12組）の出演によるライブ・コンサート。  
②趣旨に賛同する来場者1万名による合唱。  
③長岡天満宮に奉納し、お祓いを受けた交通安全缶バッジの配布。  

（出演者のメッセージ入り）  

④署名活動（SDD参加宣言カード）の記入促進・回収。  

⑤募金箱の設置による、募金活動。  
⑥ライブ・・（ベントの模様を収録し、FM OSAKA、JFN系フルネット番組、   

関西テレビにてオンエア。  

⑦集まった参加料2000円×1万名 計2千万円を（財）交通遺児育成基金へ寄付。  

STARDUSTREVUE、TRF、MAX、馬場俊英、EveryLittleThing、小柳ゆき、BoA、mihimaru－GT、  

SunSetSwish、FUNKYMONKEY BABYS、WRECKING CREWORCHESTRA、MORTALCOMBAT  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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J（」＿うり」」⊥  

■タイトル：  

■実施日程：  

■主催社：  

■協賛社：  

■出 演：   

■ターゲット：  

∫実施目的二   

JAFpresentsKIDUNA ～HappyDrive～2008  
2008年10月12日（日）～11月23日（日）  

FM OSAKA  

社団法人 日本自動車連盟  

山本シュウ（プロジェクト・ナビゲーター）SkoopOnSomebody（プロジェクト・r）pダー）  

大黒摩季／九州男／SEAMO／SOFFet／Fu”OfHarmony／夏川りみ／Leyona  

20代・30代男女  

「人の紳」を見失いがちな現代において、「HappyDrive」と「GoodMusic」でできる  
「心のレスキュー」を見つけよう、をコンセプトに番組とキャンペーン、ライブを実施。  

JFN加盟全国民放FM38局 55分間フルネットSTART特番（10月12日）  

JFN加盟全国民放FM38局 55分間フルネットFINISH特番（11月23日）  

キャンペーン展開を告知するスポットCMや各地区独自展開を38局で実施。  
オリジナルWEBサイト（PC）を制作し、38局及び協賛社にリンクバナー掲示。  
ライブ会場やライブチケットの一部を（財）交通遺児育成基金に寄付。  
キャンペーン告知リーフレット（10万部）を各局と協賛社各支部等に設置・配布。  
全国5地区キャラバン（賛同アーティストとともに各局を訪問）  

キャンペーンの集大成として、大阪・なんばHatchでのリスナー招待及びJAF会員  

招待によるライブイベント「KrZUNA～HappyDrive～FINISH2008」を開催。  

∫放送展開：  

■WEB展開：  

■募金展開：  

■印刷物展開：  

■イベント展開：  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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■タイトルニ  

■実施日程  

■実施会場  

■出演者  

JAFpresentsKIDUNA ～HappyDrive～FINfSH2008  
2008年11月17日（月）開場18二00 開演19：00  

なんばHatch（キャパ1700名）  

山本シュウ（プロジ工クトナビゲーター）  

SkoopOnSomebody（プロジェクト・F）－ダー／関西エリア代表）  

大黒摩季（北海道エリア代表）／Fu”OfHarmony（東北エリア代表）  

SOFFet（関東エリア代表）   ／ SEAMO（東海エリア代表）  

Levona（中・四国エリア代表）／ 九州男（九州エリア代表）  

夏川りみ（沖縄エリア代表）  

■実施内容：趣旨に賛同するアーティスト（8組）の出演により、リレー形式でお送りする  
ライブ・コンサート。  

参加者には、チケット代のうち、1000円を募金として募り、交通遺児育成基金へ寄付。  
さらには、当日の会場でも募金箱を設置。  

ライブイベントの模様を収録し、11月23日（日）19時～19時55分に全国38局  
ネットでオンエア。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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藍⑳き飴⑳  

配収耶＝矧渦㈲卿勘粥抒  

∫タイトル：  

■実施日程：  

■主催社：  

■協賛社：  

■ターゲット  

■実施目的：  

コスモアースコンシャスアクト  

2008年4月～2009年3月末（年間キャンペーン）  
TOKYOFM 他、JFN加盟全国民放FM38局  

コスモ石油  

20代・30代の環境意識の高い男女  

「アースコンシャス～地球を愛し、感じるこころ～」をテーマに、地球環境の保護と  
保全を全世界に呼びかけていく活動「コスモアースコンシャスアクト」を展開。  

■放送展開：   

■清掃展開：   

■WEB展開：   

■イベント展開：  

レギュラーコーナー「コスモアースコンシャスアクトずっと地球で暮らそう。」  

（月～金／朝6：40）の全国ネット放送を中心に、スポットなどラジオでの告知展開。  

自然と親しみながら清掃活動等を行う、クリーンキャンペーンイベント。  

（毎年全38地区＋富士山で実施。）  

オリジナル・WEBサイトを開設し、活動告知や報告、さらにはアーティストからの  

メッセージ等を掲載。  

アースデーうイブ・コンサートの実施及び、イベント模様の生中継。  

購入していただいたチケット料金の中から1ドルを、ワンガリ・マータイさんが進め  

る植林活動「グリーンベルト運動」へ寄付。アフリカの大地に1本の樹を植樹。  

また、当日会場内でも募金活動を実施。（募金はトータルで720，043円）  

アルピニスト野口健さんを迎えての講演会の実施。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  

9   



璧う慧雷讐 。細5脚脚  

■タイトル：コスモ アースコンシャス アクトアースデー・コンサート  

■実施日程：2008年4月22日（火）開演18：00 開場19：00 ※毎年世界アースデーに実施。  

T実施会場：日本武道館  

∫集客数：約10，000名  

F出 演：絢香、BONNIEPINK、ダニエル・パウター  

■実施内容：1990年から毎年4月22日のアースデーに日本武道館で開催しているイベント。  

「アースコンシャス～地球を愛し、感じるこころ～」の趣旨に賛同したアーティスト  

たちがコラボレーションし、地球への愛を謳いあげ、来場者と共感します。  

①趣旨に賛同するアーティストと、来場者によるライブ・コンサートの実施  
②イベント模様の生中継（当日19：00～21：00）。JFN系全国38局ネット及び  

世界27の国と地域、66の放送局で中継。  
③購入していただいたチケット料金の中から1ドルを、ワンガリ・マータイさんが  

進める 植林活動「グリーンベルト運動」へ寄付。  
会場内でも募金活動を実施。（募金はトータルで720，043円）  

・「⊥：’チ  
お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852   
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■タイトル：  

■実施日程  

■主催社：  

■協賛社：  

■ターゲット  

■実施目的：  

サワディ・プーケットフェスタ イン バトンビーチ  

2005年10月～11月末  

FMOSAKA（協力二全国FMラジオ局約15社）  

タイ政府観光局、タイ航空  

ALLターゲット  

2004に起きた、スマトラ島沖地震で甚大な被害を受けたタイ・プーケット島に  

日本からの観光客を再び誘致すること。  

■放送展開：  FMOSAKAのワイド番組を現地から生放送。  

協力各局も、現地からの中継等を随時オンエア。  
ツアー実施告知スポットCMをオンエア。  

イベントの模様を収録し、後日特別番組としてオンエア。  

大手旅行代理店（HIS、JTB、近畿日本ツーリスト、日本旅行）及び、A＆A（タイ専  

門の旅行社）との連携により、東京、大阪、名古屋、福岡発のツアーを実施。  

合計3000名をプーケットへと誘致。  

ツアー情報、イベント情報、観光情報、番組のオンエア情報等を網羅した、  

オリジナルWEBサイト（PC）を制作し、関係各社とリンク。  

タイ政府観光局とFMOSAKAの合同主催により、二本とタイのアーティストが集  

まったライブイベント「サワディー・プーケットフェスタ」を実施。  

■ツアー展開二  

■＼〃EB展開：   

■イベント展開二  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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■タイトル：  

■実施日程  

■主催社：  

■特別協賛  

■協賛：   

■後援：  

■実施目的：  

ハートエイド・四川  

2008年7月14日（月）  
ハートエイド／四川実行委員会  

日本航空  

藤田観光株式会社・株式会社ニチレイフーズ・トヨタ自動車株式会社・  

新日本石油株式会社他  

読売新聞・産経新聞・中華人民共和国駐日本国大使館・日本赤十字社他  

8万人以上の死者、行方不明者をだした四川大地震。いま、苦しんでいる四川の  

人々のために、その中で必死に生きている子どもたちの未来のために国境を越  

え賛同したアーティストが日本に集結。  

「ハートエイド・四川」の舞台にたちメッセージを発信。  

①アーティストによる」ⅠVEベントの実施。  
②チャリティーオークションの実施  

■実施内容：  

■タイトル：  

■実施日時：  

■実施会場：  

■出  演ニ   

■実施内容：  

ハートエイド・四川  

2008年7月14日（月）開場18二00 開演19：00  

東京国際フォーラム・ホールA  

ジュディ・オング、ジャッキー・チエン、南こうせつ、  

東儀秀樹、中孝介他  
四川大地震の被災者へのチャリティーを目的としたライブ・イベント。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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結料蔽一竜蜜温習憲二竃象Fj 

■タイトル：  

■実施日程  

■主催社：  

■協賛社：  

■ターゲット  

■実施目的  

JETSTREAM 40周年記念企画  

2007年6月～11月末  

TOKYOFM 他、JFN加盟全国民放FM38局  

日本航空  

ALLターゲット  

1967年から放送している長寿番組「JETSTREAM」の40周年を記念して、  

リスナーへ感謝の気持ちを込めて展開。  

■放送展開：   

■機内展開：  

■WEB展開：   

■イベント展開：  

特別番組の放送。レギュラー番組を1時間拡大してオンエアする他、  
通常の番組（毎週月～金曜日 24：00～24：55）内でも、記念展開を実施。  
期間限定で、番組を」ALの機内でオンエア。  
特設WEBサイト「夢旅」を制作。リスナーの夢の旅を募集し、最優秀夢旅賞  
1名様に、ペア世界一周旅行をプレゼント。  

恵まれない子供たちと地球環境保護団体へのサポートを目的とした、  

チャリティー・コンサートを実施。  

合わせて、同コンサートを観覧するツアーも催行。収益の一部は寄付。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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tタイトル： TOKYOFMJETSTREAM40thANNIVERSARY  
「国境なき合唱団」チャリティーコンサート2007INウィーン   

1実施日程：2007年11月26日（月）20二00～22：00   

■実施会場ニ ウィーン楽友協会 大ホール（オーストリア）   

■集客数： 300名   

■出 演：鮫烏有美子（第一部）、佐藤一昭（指揮■第一部）  
ダニエル・ホーイ工ム・カヴァッツア（指揮・第二部）、ウィーン室内管弦楽団（第二部）他   

∫実施内容：①チャリティーを目的としたコンサートイベント。  
参加者とともに、ベートーヴェン交響曲第9番などを合唱。  

②コンサートへの参加を中心としたツアーの催行。（11月23日～28日）  
③参加費の一部と、募金により、寄付金（2，247，211円）を集め、児童福祉組織  
「ウィーンの森■SOS子どもの村（SOSキンダードルフ」及び特定非営利活動法人  

「国境なき子どもたち」に寄贈。  
④ツアー及びコンサートの模様を収録した特別番組をオンエア。  

お問い合わせ 本社営業部06－4396－0852東京支社03－3222－0852  
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2007年（平成1  9年）年2月1日   ＃三！1耶1t靭旺町〉   算801号  

輸
血
を
支
え
て
い
る
の
は
 
 

善
意
の
献
血
で
す
 
 

「アンパンマンのエキス」   

1
虎
の
男
の
子
に
と
っ
て
、
1
0
 
 

カ
月
に
も
及
ん
だ
醐
網
生
活
は
あ
 
 

霞
シ
に
過
酷
な
も
の
で
し
た
。
 
 
 

り
ょ
う
す
け
く
ん
が
神
経
零
絶
 
 

拘
浬
炉
桑
痢
」
た
の
が
1
9
9
9
 
 

年
秋
。
そ
の
－
蓬
の
大
き
さ
に
絶
 
 

脂
の
組
織
要
し
た
医
師
◆
”
‡
 
 

く
ほ
ど
の
八
尾
が
ん
で
し
た
。
椚
 
 

が
ん
剤
で
縮
小
さ
せ
て
か
ら
で
な
 
 

過
酷
な
治
療
を
支
え
た
輸
血
 
 

あ
る
男
の
子
の
闘
病
記
 
 

「
献
血
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
】
と
、
小
児
が
 
 

ん
と
た
た
か
っ
た
あ
る
男
の
子
の
お
母
さ
ん
が
日
本
赤
十
字
社
の
献
血
ル
ー
ム
に
メ
ッ
 
 

セ
ー
ジ
を
残
し
ま
し
た
。
椚
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ
る
血
液
は
、
肘
二
に
よ
っ
て
 
 

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
献
血
者
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
近
年
で
す
が
、
そ
の
善
意
 
 

が
な
け
れ
は
、
日
本
の
監
房
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
っ
て
過
 
 

言
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 い

と
切
り
取
れ
な
い
㌧
汁
癌
 
 

な
た
†
か
い
が
始
ま
り
ま
L
た
 
 
 

手
術
哲
待
つ
間
、
何
の
治
療
も
 
 

し
な
け
れ
ば
「
蟹
は
臆
せ
～
≠
い
。
 
 

早
け
れ
ば
こ
こ
り
＼
3
≡
で
墓
 
 

す
る
こ
と
も
」
と
圭
ご
膏
わ
れ
ま
 
 

し
た
。
す
ぐ
に
卵
始
京
た
坑
が
 
 

ん
剤
治
野
は
、
り
ょ
う
す
け
く
ん
 
 

の
体
由
ら
せ
声
し
た
。
純
音
工
 
 

忘た芸こ官2  

ナニ 妹 、度 な 7  0 と り 、れ 犀  楽 よ1ま 、  
蕊  
買上妄言主誓 8  

毒宅曾㌍言  

が
れ
な
く
な
る
ほ
ど
ぐ
っ
た
り
 
 

し
、
嘔
吐
蒜
り
還
し
ま
L
た
。
 
 

が
ん
柁
絶
と
同
管
」
圧
縮
な
杷
謂
 
 

が
簸
れ
、
こ
れ
が
雷
て
軍
」
す
 
 

る
可
約
性
さ
え
費
‥
重
し
た
っ
 
 
 

そ
の
時
に
之
罫
と
な
っ
た
の
が
 
 

輯
こ
て
L
た
。
1
C
＋
扇
の
間
に
受
 
 

け
た
輸
血
は
兄
匡
そ
超
え
、
1
回
 
 

（
縮
皿
で
幣
著
8
人
分
の
血
鞭
 
 

が
必
寧
な
浄
書
し
た
。
 
 
 

1
虎
の
男
の
子
は
そ
の
こ
と
の
 
 

震
味
嘉
し
て
い
ま
し
ち
 
 
 

「
な
ん
で
血
誓
八
れ
る
の
」
と
 
 

い
う
聞
い
に
、
缶
親
の
き
よ
み
さ
 
 

ん
は
こ
ん
な
管
し
声
し
た
。
 
 

雇
の
中
の
バ
イ
衝
菅
殺
す
た
め
 
 

に
ク
ス
リ
か
必
寧
や
ろ
。
そ
の
ク
 
 

ス
リ
は
り
ょ
う
す
け
の
休
も
叩
く
 
 

か
ら
、
そ
れ
で
売
声
に
な
る
た
め
 
 

に
い
ろ
ん
な
人
か
ら
血
獅
も
ら
・
つ
 
 

ん
や
。
そ
の
後
は
白
菜
爪
〃
カ
で
元
 
 

気
に
｛
ホ
る
ん
や
一
 
 
 

り
ょ
う
す
け
く
′
㌧
は
こ
仁
た
ま
 
 

あ
り
が
と
う
の
 
 

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
 
 
 

ち
て
い
る
た
め
人
ご
み
へ
の
外
出
 
 

は
粧
琶
事
情
姦
し
た
蛮
地
 
 

と
水
歪
が
粥
園
・
押
付
箭
に
青
 
 

票
い
†
そ
れ
た
こ
と
寡
ン
 
 

」
声
し
た
。
 
 
 

腐
示
と
い
う
と
つ
ら
い
イ
ヌ
 
 

・
∴
ノ
が
あ
る
け
ど
、
輸
血
牽
受
け
 
 

な
が
ら
桑
原
不
通
ご
せ
た
ん
で
す
 
 

よ
た
」
 
 
 

亡
く
な
っ
て
か
ら
し
竿
 
 

き
よ
み
さ
ん
は
何
も
す
る
気
が
起
 
 

こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
凸
そ
の
こ
ろ
 
 

の
記
憶
さ
え
あ
よ
り
残
っ
て
い
な
 
 

い
と
い
い
ま
す
。
1
カ
月
後
、
三
 
 

言
に
あ
る
献
血
ル
ー
ム
を
斬
れ
た
 
 

の
が
は
と
ん
ど
初
め
て
の
外
J
J
雫
」
 
 

し
た
。
 
 
 

平
日
の
昼
間
。
「
な
の
卜
㌧
こ
 
 

ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
笹
札
 
 

束
て
く
れ
て
い
る
。
あ
り
が
と
う
 
 

っ
て
い
・
「
余
得
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
 
 

な
り
、
涙
が
出
て
き
た
」
 
 
 

当
降
の
努
献
血
で
は
両
軍
忙
 
 

針
か
刺
さ
れ
圭
す
。
涙
が
ふ
け
ま
 
 

せ
ん
。
量
顔
師
が
し
き
り
に
「
痛
 
 

い
の
り
大
●
人
夫
？
」
と
気
に
し
、
 
 

誓
ふ
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
 
 

白
瓜
珠
の
穀
が
ゼ
ロ
に
近
い
。
 
 

こ
ん
な
跨
、
体
調
は
黒
で
す
。
 
 

で
も
ラ
ン
バ
ン
マ
ン
の
エ
キ
ス
」
 
 

館
産
入
さ
れ
る
く
元
気
最
り
 
 

声
）
声
し
た
。
 
 
 

度
、
病
院
へ
の
皿
梗
の
到
寄
 
 

が
六
梱
に
連
れ
重
し
た
。
こ
の
時
 
 

の
こ
と
が
、
の
ち
に
き
よ
み
さ
ん
 
 

が
公
印
r
〕
ナ
ブ
ロ
グ
ヘ
イ
ン
タ
ー
 
 

ス
ソ
し
上
の
E
記
）
に
こ
う
つ
っ
 
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 

一
輪
血
を
し
な
け
れ
は
即
、
何
 
 

が
起
こ
っ
て
も
不
思
議
じ
ゃ
な
 
 

い
ご
し
む
な
か
っ
㌔
⊥
卓
く
！
 
 
 

）
た
。
そ
高
三
シ
バ
ン
マ
 
竺
宗
に
す
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
 
R
膏
的
に
血
管
確
保
す
る
取
り
 
 

ン
聖
キ
ス
や
な
あ
」
 
 

が
、
り
ょ
う
す
け
く
ん
は
大
誓
」
 
組
み
、
つ
ま
れ
顔
血
の
♯
禦
が
犬
 
 

目
分
の
顔
墓
ぺ
さ
せ
て
他
人
 
で
し
た
。
 
 

か
せ
ま
サ
～
。
 
 

兵
庫
埠
赤
十
字
血
根
セ
ン
タ
ー
 
 
 

保
存
が
き
か
な
い
血
液
 
 
垂
蔓
占
よ
享
甘
ん
 
 

の
「
命
セ
つ
な
ぐ
血
」
は
通
草
、
 
 

。
 

がん治療にもっとも  

必要とされる輸血   

交i痍■2茨など不慮の災告なとのβ亭に■給血は必！ぎ  
です。一般にそのイメnジが弓鯛くありますが、実際  
皿戸硬の†堅われ万では意外にむ］■故は少なく、もっと  
もI命血が必要な場面は弱気の冶！胃です。市気のうち  
半分ががん治！Fで、りょうすけくんがたたかった真申  
棲芳紹庵贋もその一つでした。  

両用ボ1で；  
叛轟▲ガ、血小枝、血しょうの各■剤緒んでいfT  

丑■・車■茂び  

跨
は
何
も
こ
た
え
ら
れ
ず
、
献
血
 
 

ル
ー
ム
に
あ
っ
た
「
メ
ソ
ヤ
「
ウ
 
 

ノ
ー
ト
」
に
そ
乃
思
い
轟
呈
 
 

し
た
．
 
 
 

「
私
の
4
葬
り
長
男
は
小
児
が
 
 

ん
で
す
。
1
0
カ
月
の
謝
周
生
活
の
 
 

末
、
亡
く
な
っ
て
L
ま
い
ま
し
た
。
 
 

そ
の
間
、
み
な
さ
ま
の
献
血
の
柔
 
 

早
く
な
ん
と
か
⊥
ず
っ
と
 
 

声
し
が
っ
て
い
る
長
男
の
蚤
を
握
 
 

り
L
め
な
が
ら
折
る
こ
と
ー
茹
で
 
 

き
な
い
こ
の
歯
が
ゆ
さ
。
そ
し
て
 
 

深
夜
、
丸
一
［
足
っ
て
届
廿
ち
れ
 
 

た
命
を
つ
な
ぐ
血
†
」
 
 
 

赤
血
坪
の
は
か
に
皿
小
伝
叩
皿
 
 

も
受
け
て
い
声
し
た
。
血
小
板
は
 
 

群
皿
さ
れ
た
時
点
か
長
時
間
し
 
 

か
も
ち
ま
せ
ん
 
「
響
き
 
 

り
と
い
う
こ
と
も
何
度
か
あ
っ
 
 

た
」
 
（
き
よ
み
さ
ん
）
 
 
 

赤
血
球
で
も
有
効
期
間
は
2
1
ヨ
 
 

¶
長
期
保
存
が
で
き
な
い
た
均
 
 

献血募集呼びか  

ける学生団体も   

ボ
ラ
ン
テ
イ
 
 

革
皿
の
募
集
な
行
う
の
は
日
本
 
 

赤
十
字
社
の
役
凱
の
一
つ
で
す
 
 

が
、
各
血
液
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
 
 

員
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
チ
ノ
ア
の
存
 
 

在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 
 
 

大
学
生
で
董
丁
生
献
血
稚
 
 

猿
此
題
金
実
行
肇
月
会
が
さ
ま
ぎ
 
 

ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
彗
聖
羞
 
 

閉
。
若
年
層
の
霊
少
傾
向
 
 

の
中
で
、
そ
の
清
野
忙
大
き
な
朋
 
 

樽
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
に
 
 
 

こ
の
ほ
月
に
は
慣
例
の
「
ク
リ
 
 

か
げ
で
安
心
し
て
治
療
を
受
け
一
缶
 
 

こ
こ
が
で
き
ま
し
た
。
あ
の
子
は
 
 

哲
算
貴
官
ア
元
気
に
な
る
こ
 
 

♪
蓋
っ
て
い
て
コ
ノ
ン
パ
ン
マ
 
 

ン
の
エ
キ
ス
だ
～
』
と
言
っ
て
い
 
 

ま
し
た
。
ど
ん
な
に
r
脅
‥
か
と
 
 

一
己
と
宮
っ
て
も
見
り
ま
乍
～
。
 
 

今
で
立
析
浣
で
は
、
多
く
の
子
ど
 
 

こ
こ
か
ら
入
院
す
る
閉
院
に
壱
け
 
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 
 
 

同
セ
ン
タ
ー
の
企
画
媒
広
報
係
 
 

の
毛
霹
も
と
子
さ
ん
は
「
ふ
だ
ん
 
 

〔
鹿
力
い
た
だ
け
る
企
華
ゃ
学
校
 
 

が
休
み
に
な
る
年
末
年
始
牽
奮
わ
 
 

冬
や
や
春
先
が
血
液
不
足
に
な
り
 
 

が
ち
で
す
。
神
戸
は
1
2
年
前
に
＃
 
 

災
違
験
し
て
い
ま
す
し
、
一
㌍
 
 

年
は
同
峰
の
寮
事
故
も
あ
り
主
 
 

L
た
。
皿
痺
が
不
足
し
て
い
る
時
 
 

に
大
声
な
災
轡
や
■
故
が
起
こ
っ
 
 

た
一
声
奉
っ
ち
ノ
γ
と
し
主
す
」
 
 

呈
甲
主
す
。
 
 

学生1祓血オぐランチィアが企画しt二南E血の呼びかけ  

ス
マ
ス
献
血
キ
ィ
ン
ぺ
－
ン
」
を
 
 

全
国
で
展
開
〕
声
レ
た
ゥ
重
病
長
 
 

の
笥
津
粟
粒
さ
ん
は
埠
几
・
吉
川
 
 

で
こ
の
活
動
を
引
っ
張
り
ょ
し
 
 

た
。
 
 
 

ブ
ヨ
ノ
ビ
ン
グ
・
モ
ー
ル
で
 
 

称
皿
ゆ
拝
び
か
け
た
ん
で
す
が
、
 
 

1
苧
▲
人
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
 
 

た
。
真
の
キ
†
ン
ペ
ー
ン
で
も
1
 
 

4
1
ぺ
血
夜
セ
ン
タ
ー
・
の
方
は
、
 
 

若
い
人
が
呼
び
か
け
な
ど
に
参
加
 
 

す
る
と
献
血
者
が
準
ぇ
る
♪
宮
っ
 
 

て
く
れ
ま
す
」
 
 
 

今
年
は
1
年
生
。
将
来
は
「
は
 
 

っ
き
り
L
て
は
い
な
い
け
ど
、
人
 
 

の
た
め
に
な
る
空
事
に
つ
き
た
 
 

い
」
。
 
 
 

司
会
の
葺
長
か
ら
医
師
に
な
 
 

っ
た
の
が
中
村
細
さ
ん
。
現
在
は
 
 

棄
十
字
病
院
の
2
年
目
の
研
 
 

修
室
で
す
。
 
 
 

「
手
術
中
や
夜
間
救
急
で
出
血
 
 

が
ひ
ど
く
憂
）
た
こ
 
 

と
も
経
験
し
一
声
し
た
。
人
工
皿
棺
 
 

の
研
究
が
進
ん
で
は
い
る
も
の
 
 

の
、
い
ま
だ
に
実
用
に
は
至
っ
て
 
 

い
な
い
た
塑
血
液
に
照
一
（
き
る
 
 

タ
謁
な
い
り
愚
者
さ
ん
富
の
前
 
 

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
そ
 
 

う
皿
硬
の
大
切
さ
が
実
魔
で
き
 
 

た
。
い
ま
で
壷
菓
の
ボ
ラ
 
 

ン
テ
ィ
ア
牽
続
け
て
い
ま
す
」
 
 
 

も
た
ち
が
輸
血
を
噂
っ
て
ま
す
一
】
 
 

こ
れ
か
ら
も
献
血
そ
お
願
い
L
ま
 
 

す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
来
ま
す
三
 
 

富
L
て
い
ま
す
）
 
 
 

軒
皿
ル
ー
ム
の
職
i
如
こ
れ
そ
 
 

み
つ
け
、
ふ
た
た
汀
訪
れ
た
き
よ
 
 

み
さ
ん
に
声
菅
か
け
声
在
っ
 
 
 

「
そ
の
後
コ
ノ
ン
パ
ン
マ
ン
の
 
 

エ
キ
ス
」
は
、
小
冊
子
や
献
血
の
 
 

広
告
・
ボ
ス
タ
Ⅰ
な
ど
の
呼
び
か
 
 

け
や
有
情
堆
生
さ
上
の
教
材
な
ど
 
 

に
も
使
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
ご
」
 
 

く
な
っ
た
驚
こ
う
L
て
み
な
 
 

さ
ま
に
可
変
が
っ
て
も
ら
え
る
｛
≠
 
 

人
て
長
男
は
と
て
も
幸
せ
壱
1
 
 

す
）
 
 
 

昨
窪
ペ
‥
．
ヨ
ン
を
始
め
、
自
ら
 
 

の
フ
コ
ク
を
公
開
。
「
メ
ッ
セ
ー
 
 

ギ
イ
1
二
爪
号
室
と
と
も
に
そ
 
 

の
後
爪
り
巨
費
の
こ
二
や
こ
う
し
た
 
 

経
橿
｛
ム
ど
晶
介
L
享
）
た
っ
こ
 
 

れ
が
人
気
プ
ロ
ク
の
一
つ
に
な
 
 

り
、
大
き
な
反
響
掛
再
び
声
養
。
 
 
 

「
コ
ノ
ン
パ
ン
マ
ン
の
≡
正
 
 

は
、
り
ょ
う
す
け
が
『
あ
n
ノ
が
と
 
 

・
⊇
っ
て
善
い
た
か
っ
た
ん
だ
ろ
 
 

う
と
患
っ
て
書
い
た
ん
で
す
。
い
 
 

ま
で
一
い
自
分
が
書
い
た
気
が
1
）
な
 
 

い
ん
で
す
よ
」
 
 

（平成1丁年．t★■■祉佃¶ペ）  




